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１．課題の名称等  

研 究 開 発課 題 名 ： RNA 直接検出法による RNA ウイルス検出の簡便化 

研 究 責 任 者 ： 岡村 好子（広島大学） 

 

２．研究開発の目的 

RNA ウイルスによる感染症は、畜産現場でも経済的損失をもたらす大きな問題である。我々が開発

した RNaseH-assisted rolling circle amplification (RHa-RCA) 法は、標的 RNA と同一配列の DNA が

反応系外から混入しても反応が開始されない。また、牛肌温度の等温反応であることから、サーマル

サイクラー不要な点で PCR よりオンサイト仕様に優位性がある。そこで本課題では、畜産現場におけ

るオンサイト検出に適用するために、簡便かつ安価な検出法を開発することを目標とした。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

RHa-RCA 法は、標的 RNA 分子自体がプライマーになり、検出用 DNA プローブ配列が増幅する。プ

ローブ増幅を特異的に切断する gRNA と Cas12a のコラテラル活性を利用し、レポータープローブの切

断を検出する原理で、直接目視可能なラテラルフロー検出法およびタブレット型端末を使用した蛍光検

出法を開発した。どんな RNA ウイルスに対しても、検出用 DNA プローブを変更するだけで即時に対応

でき、さらに切断されたレポータープローブを検出する分子は共通のため、RNA ウイルス全てに適用

可能なユニバーサルデザインのラテラルフローおよび蛍光検出法が完成した。実際の患畜検体を偽陽

性無く判別することを確かめた。 

 

3-2. 今後の展開  

ラテラルフロー検出法およびタブレット型端末カメラによる蛍光検出法は、ポイントオブケアテスト

(POCT)に応用することも可能な簡便なシステムである。畜産現場のみならず、今後の新興・再興感染

症の流行初期にセルフテストできるようなキット開発につなげたい。 


